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１．    社概要 
 

沿革 
１９５７年１１月 設立 
１９５８年 ９月 九州電力㈱にポール納入開始 
１９５８年１０月 豊前工場竣工 
１９６４年 ４月 ＰＣパイル製造開始 
１９７０年 ４月 ＪＲ、ＮＴＴにポール納入開始 
１９７１年 ７月 鹿児島営業所を設置 
１９７７年 ４月 電線類地中化製品製造開始（豊前） 
１９８１年 ９月 熊本工場竣工 
１９９８年 ２月 廃品ポールのリサイクル事業開始 
２００１年 １月 ISO9001 品質システム認証取得 
２００７年 ５月 新 JIS マーク取得（豊前） 
２００７年 ７月 新 JIS マーク取得（熊本） 
２００７年１１月 創立５０周年 
２０１０年 ９月 エネルギー使用の合理化に関する法律に基づき特定事業者に指定 
２０１１年１１月 エコアクション２１認証取得 
２０１２年１１月 再生骨材使用ポール生産開始（熊本） 
２０１４年 ７月 ポール生産を熊本工場に集約 

会 

事業の内容 
■コンクリートポール及びコンクリートパイル、その他コンクリート製品の生産並びに販売 
■土木建築工事の設計・施工並びに監督 
■産業廃棄物のリサイクル及び処理業 
■既設コンクリート構造物調査・診断に関する一切の事業 
■バッテリー再生に関する事業 

許可の内容  
■建設業  土木工事業、とび・土木工事業、ほ装工事業、塗装工事業 
■廃棄物処理業  中間処理業／ガラスくず等、がれき類（自動車等除く） 
■産廃収集運搬業 がれき類 

基本情報 
■事業者名 九州高圧コンクリート工業株式会社 
■代表者 中西 章夫 
■設立年月日 １９５７年１１月５日 
■資本金 ２億４千万円 

対象事業所 
■本社      福岡県福岡市南区向野一丁目１３－１４   
■豊前工場 福岡県豊前市大字八屋２５４４－６１   
■熊本工場 熊本県菊池市旭志川辺１３４９－４  
■鹿児島営業所 鹿児島県鹿児島市南林寺町２６－４          

事業の規模 
■売上高     70.8 億円 
■生産量  76,296 ㌧ 
■工事件数   1,247 件 
■廃棄物処理量  15,569 ㌧ 

九州高圧コンクリートエ業株式会社は、優れた技術であらゆるニーズに対応。 

確かな技術と安心できる品質でコンクリート分野の新たな可能性を追求し続ける総合メーカーです。 
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２．    境方針  
 

環境理念 

九州高圧コンクリートエ業株式会社はコンクリート製品の生産・販売を中核とする全ての事業活動が

地球環境に影響を与えていることを自覚し、地域環境との調和を目指して事業活動に伴う環境負荷の低

減に取組みます。 

 

基本指針 

1. 環境活動として、次の重要テーマに取組みます。 

  (1)温室効果ガス排出量の削減 

   (2)廃棄物量の削減・リサイクルの推進 

  (3)水使用量の削減 

   (4)化学物質使用量の削減 

  (5)グリーン調達の推進 

  

2. 環境関連法規等を遵守します。  

3．環境目標及び環境活動計画を策定し、継続的に改善を行います。  

4. 環境方針を全社員に周知し、社員一丸となった環境活動を推進します。  

5. 環境活動レポートを作成、公表し、社会とのコミュニケーションを図ります。 

 

 

2014 年 6 月 20 日改定 

九州高圧コンクリートエ業株式会社 

代表取締役社長 中西 章夫 

 

 

 

 

 

 

環
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本社 

熊本工場 

豊前工場 

３．    境活動推進体制 

[２０１５年７月] 

 
エコアクション２１は全ての組織・事業が対象です 

 

委員会の構成    

 環境委員会 本社 豊前工場 熊本工場 

委員長 企画部長［環境管理責任者］ 管理部長 工場長 工場長 

委員 

環境保全委員長 

エネルギー管理員 

エネルギー管理企画推進者 

関係管理職 

エネルギー管理員

関係管理職 

エネルギー管理員 

関係管理職 

エネルギー管理員

事務局 企画部 総務Ｇ 生産・検査Ｇ 管理Ｇ 

 

主な役割  

責任者 主な役割 

環境管理責任者 全社における環境活動の構築・運用責任者 

環境委員会 
環境活動マニュアル策定、環境方針・計画及び目標の策定、 

公害防止に関する対応事項策定、省エネ法対応 等 

環境保全委員長 事業所における環境活動の構築・運用責任者 

環境保全委員会 
環境計画及び目標の啓蒙・実施、環境活動の確認・評価、 

公害防止対応、緊急事態への対応 等 

従業員 環境方針、計画に従い、全ての環境活動に取り組む 

企画部 
環境への負荷、取組の取りまとめ、環境関連法規の確認・情報収集、 

環境活動レポートの作成 等 

社長 環境委員会

環境保全委員会

管理部

企画部

ポール事業部

地中線事業部

基礎事業部

環境保全委員会 豊前工場

環境保全委員会 熊本工場

技術部(技術開発Ｇ

設備Ｇ)

技術部(技術営業Ｇ)

環

（１２名）

（ ５名）

（２１名）

（２９名）

（１６名）

（１２名）

（８０名）

（２２名）

（ ４名）
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４．    長期目標 

中長期目標 [２００９年度を基準年度とし、継続して３ヶ年の中長期目標を策定]    

項 目 
 基準年 実 績  目 標  

２００９年度 ２０１４年度 ２０１５年度 ２０１６年度 ２０１７年度 

二酸化炭素排出量 
目標   ０.０４５５１  ０.０４５０６  ０.０４４６１  ０.０４４１６  

実績 ０.０４７８６  ０.０５３２１      

産業廃棄物 

リサイクル率 

目標  ９６％ ９６％ ９６％ ９６％ 

実績 ９６％ ９８％ ％ ％ ％ 

水使用量 
目標  ０.８０㎥/㌧ ０.７９㎥/㌧ ０.７８㎥/㌧ ０.７８㎥/㌧ 

実績 ０.８４㎥/㌧ ０.６７㎥/㌧ ㎥/㌧ ㎥/㌧ ㎥/㌧ 

事務用品 

グリーン調達率 

目標  ８０％ ８６％ ８６％ ８６％ 

実績 ６３％ ８６％ ％   ％ ％ 

※１：電力の二酸化炭素排出係数は、各該当年度の九州電力実排出係数を使用 

※２：二酸化炭素排出量、水使用量の原単位は、生産重量を使用 

  

 

 ●二酸化炭素排出量、水使用量  前年目標値１％削減 

 ●産業廃棄物リサイクル率 

●事務用品グリーン調達率 

 

 

 

現状維持 

九電グループ目標値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2009 年度を基準年とした二酸化炭素排出量実績 

項 目 単 位 
目標 2009 年度 

2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 
2014 年度 

実績 （基準年度） (最終年度)

二酸化炭素排出量 ｔ-CO２ 

実績※1 
4,898  5,247  4,573  4,326  4,529  4,060  

(100％) (107％) (93％) (88％) (92％) (83％) 

補正値※2   
5,266  4,539  3,925  3,907  3,470  

(108％) (93％) (80％) (80％) (71％) 

生産重量当たりの 

二酸化炭素排出量 
ｔ-CO２/t 

目標 
  

0.04738  0.04690  0.04644  0.04597  0.04551  

(99％) (98％) (97％) (96％) (95％) 

 実績※1 
0.04786 0.04927 0.05269 0.05406 0.05535 0.05321 

（100％） (103％) (110％) (113％) (116％) (111％) 

 補正値※2 
  0.04944 0.05230 0.04904 0.04774 0.04548 

(103％) (109％) (102％) (100％) (95％) 

生産重量 ｔ 実績 
102,343  106,514  86,795  80,027  81,833  76,296  

(100％) (104％) (85％) (78％) (80％) (75％) 

※1：電力の二酸化炭素排出係数は、省エネ法に従い九州電力の各年度の実排出係数を使用 

※2：電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力の 2008 年度実排出係数(0.374 ㎏-CO2/kWh)を使用 

㌧-ＣＯ２ 

㌧ 

中 

㌧-ＣＯ２ 

㌧ 
㌧-ＣＯ２ 

㌧ 

㌧-ＣＯ２ 

㌧ 
㌧-ＣＯ２ 

㌧ 

㌧-ＣＯ２ 

㌧ 

中長期目標の考え方 

二酸化炭素排出量の推移 

100% 107%

93%

88%

92%

83%

108%

93%

80% 80%

71%
70%

75%

80%

85%

90%

95%

100%

105%

110%

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

【2009年度を基準とした二酸化炭素排出量推移】

実績

補正値
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５.    境活動実績  

 

（１） ２０１４年度環境活動取組状況 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

地球環境問題への

取組 

事業所における省エ

ネ・省資源活動の推

進 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

          

運輸面での CO２削減

推進 

 

 

           

 

 

           

循環型社会形成へ

の取組 

廃棄物のゼロエミッ

ション活動の継続的

な展開 

 

 

 

           

 

 

           

グリーン調達の推進 
 

 

     

 

      

地球環境の保全 
化学物質等の適切な

管理・処理及び代替

化の取組 

 

 

           

 

 

        

 

   

社会との協調 

環境情報の公開 

     

 

       

地域に密着した環境

活動の推進 

            

環境管理の推進 

環境マネジメントシ

ステムの自立的運用 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

          

環境教育の実施及び

環境情報の共有化 

 

 

 

 

 

 

          

本社:本社周辺の清掃活動（毎週） 豊前:工場周辺の清掃活動（1 回/3 ヶ月） 熊本:工場周辺の草刈り（1 回/3 ヶ月）、工場周辺の清掃活動（1 回/年）

環境保全委員会 環境委員会/
環境保全委員会 

環境保全委員会

内部監査の実施（豊前工場、熊本工場、本社） 

環境委員会/ 
環境保全委員会 

DVD 研修、パワーポイントによるＥＡ21 取組実績報告（豊前工場、熊本工場）ビデオ

研修及び現状報告と課題説明（本社） 

ホームページで公開 

低公害車を導入（２台）

取扱量 1㌧超の物質を届出 

環

環境活動レポート大賞・九州で 
「九州地方環境事務所長特別賞」受賞 

環境活動レポート作成 

低公害車へ更新（１台） 

夏季節電期間 

エコドライブ 

空調温度・運転の適正管理、休憩時間・外出時等の PC 電源 off、休憩時間・未使用時の廊下等の消灯 
オートクレーブ養生の効率的運用 

ハイブリッド車を導入(１台) 

製造過程で発生した産業廃棄物の分別、収集した産業廃棄物（廃品ポール）の管理・適正な処理、 
回収 BOX への古紙回収、電子媒体の活用や裏面利用・両面コピーによるペーパーレス化 
グループ会社を活用した蛍光灯及び乾電池リサイクル

サンプル出荷・製品販売 スラッジリサイクル事業性評価 

事務用品・建設資材の積極的なグリーン商品購入、購入実績の確実な把握 

化学物質排出把握管理促進法に基づいた化学物質の適切な管理と使用量の的確な把握 

冬季節電期間 
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（２）2014 年度環境活動目標と実績 
 

 
※㎡は床面積、t は生産重量、人は事務所人員数を示す 

 
  
 

① 基本的に、九電グループ環境目標に準じて目標設定 
② 省エネ法対応の為、工場等の電力、A 重油は前年度目標値▲１％ 
③ ＥＡ２１の取組の為、工場等の水使用量は前年度目標値▲1％ 
 
 
実績評価 
 

   2014 年度の環境活動は、各事業所で計画的かつ適切な取組みが行われており、概ね良好な活動 
結果であった。15 項目の環境目標を設定し活動した結果、目標達成 14 項目、目標未達成 1 項目と 
なった。未達項目である電力使用量については削減はしたものの、生産量減少の影響をカバーでき

ず、原単位での目標は未達となった（前年度比：電力使用量 94.5%、生産量 93.2%）。 
 

 
 

項 目 目標 実績 達成度 評価 

【製造業】  

オフィス電力使用量削減 8.33kWh/㎡以下 7.31kWh/㎡ 112.2% ○ 

工場等の電力使用量削減 30.9kWh/t 以下 31.2kWh/t  99.0% × 

低公害車の導入 71.0%以上 79.5% 112.0% ○ 

ガソリン消費率向上 13.5km/ℓ以上 15.1km/ℓ 111.6% ○ 

A 重油使用量削減 11.8ℓ/t 以下 11.2ℓ/t 105.2% ○ 

産業廃棄物リサイクル率向上 96.0%以上 98.0% 102.1% ○ 

古紙リサイクル率 100% 100.0% 100.0% 100.0% ○ 

用紙使用量削減 975 枚/以下 703 枚 127.9% ○ 

オフィス水使用量削減 0.58 ㎥/人以下 0.38 ㎥/人 135.3% ○ 

工場等の水使用量削減 0.80 ㎥/t 以下 0.67 ㎥/t 116.5% ○ 

事務用品のｸﾞﾘｰﾝ調達率向上 80.0%以上 86.2% 107.8% ○ 

規制フロン回収率 100% 100.0% 実績なし ― ○ 

【建設業】  

産業廃棄物リサイクル率向上 96.0%以上 100.0% 104.2% ○ 

建設資材のグリーン調達率向上 80.0%以上 100.0% 125.0% ○ 

【産業廃棄物処理業】  

収集した産業廃棄物リサイクル率向上 96.0%以上 99.9% 104.0% ○ 

２０１４年度環境目標設定の考え方 
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（３）個別項目の取組状況と次年度の取組 
 

①電力使用量削減の取組 
 
 

2014 年度の取組 
 

  
 
 
 

 
基準年度からの推移 

  

Plan
目標値：30.9㎾h/㌧以下

Check
実 績：31.2㎾h/㌧

達成度：99.0％

32.1
31.8

31.5
31.2

30.9

32.4

33.1

34.1

32.2

30.9
31.2

30

31

32

33

34

35

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

2009 年度比 96％と電力使用量（原単位）を削減 

Action 
・省エネ診断を活用し、更なる

電力使用量削減を図る 

・デマンド監視装置活用によ

るピーク電力の抑制 

Do
・節電の意識喚起のステッ 

カーを貼付 
・デマンド監視装置更新 

節電の意識喚起のステッカー
を貼付 

デマンド監視装置更新

目標値は 2009 年度を基準

年度として毎年▲1％削減 

(kWh/㌧) 

目標  実績
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②Ａ重油使用量削減の取組 

 
 

2014 年度の取組 
 

  
 

 
基準年度からの推移  
 

 

Plan
目標値：11.8 ℓ / ㌧ 以下

Check
実 績：11.2 ℓ / ㌧

達成度：105.3 ％

Action 
・豊前工場のボイラーを効率

化（小型化）し、Ａ重油使用

量削減を図る 

・熊本工場の蒸気配管・バルブ

等の断熱強化 

蒸気養生槽の蓋にパッキンを貼付

Do
・オートクレーブ養生の稼働 
日調整による効率的運用 

・蒸気養生槽の蓋にパッキン 
を施し、蒸気漏れを改善 

12.1
12.0 11.9 11.8

12.0 

12.3

12.9

12.1
11.9

11.2

10

11

12

13

14

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

目標値は 2011 年度から設

定し毎年▲1％削減 

 

目標  実績 

2009 年度比 93％と A 重油使用量（原単位）を削減 
(ℓ/㌧) 

ゴムパッキンを貼付 

養生槽 

蓋 
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子メーター管理 

節水の意識喚起ステッカー
を貼付 

 
 
 
 
③水使用量削減の取組 

 
 

2014 年度の取組 
 

 

   
 
 
 

 
基準年度からの推移 
 

Plan
目標値：0.80 ㎥ / ㌧以下

Check
実 績：0.67 ㎥ / ㌧

達成度：116.5 ％

0.83 0.82 0.81 0.81 0.80 

0.84

0.77

0.72

0.81

0.73

0.67

0.6

0.7

0.8

0.9

1

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

2009 年度比 80％と水使用量（原単位）を削減 

目標値は 2009 年度を基準

年度として毎年▲1％削減 
 

Action 
・節水の取組を継続 

・豊前工場のボイラーを効率化

（小型化）し、水使用量削減

を図る 

Do
・ステッカーを貼付し、節水 
の意識を喚起 

・子メーターによる水使用量 
の管理 

目標  実績 

(㎥/㌧) 
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④社有車の環境負荷低減の取組 
 
 

2014 年度の取組 
 

  
５ヶ年の推移

Plan
目標値：燃費13.5 km / ℓ

低公害車導入71％以上

Check
実 績：燃費15.1 km / ℓ

低公害車導入79.5 ％

達成度：燃費111.6 %

低公害車導入112.0 %

目標  実績

Action 
・エコドライブ取組意識の徹

底 

・車両更新時に合わせて計画

的に低公害車へ切替える 

Do
・社内報にエコドライブのす 
すめを掲載 

・社有車更新時に、低公害車 
を積極的に導入 

社内報掲載記事

13.5 13.5 13.5 13.5 13.5 14.0 

16.0 

18.6 18.2 

15.1 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

燃費向上の取組が定着 

(km/ℓ) 

目標  実績 
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裏紙の再利用 

古紙回収ボックスでの回収

 
 
 
 
⑤用紙の適正使用・処理の取組 
 
 

2014 年度の取組 
 

 
５ヶ年の推移 
 

Plan
目標値：コピー用紙使用量

975枚/人以下

古紙ﾘｻｲｸﾙ率100％

Check
実 績：使用量703枚/人

ﾘｻｲｸﾙ率100％

達成度：使用量127.9％

ﾘｻｲｸﾙ率100％

995 
985 975 975 975 983 

909 
929 941 

703 

500

550

600

650

700

750

800

850

900

950

1000

1050

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

Do
・電子媒体の活用・両面コピー 

裏紙の再利用 
・古紙回収ボックスでの回収を 

促進 

Action 
・両面印刷及び裏面利用の徹底 

・古紙分別収集による全量ﾘｻｲｸ 

ﾙ処理に努める 

コピー用紙使用量削減の取組が定着 (枚/人) 

目標  実績
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⑥事務用品のｸﾞﾘｰﾝ調達率の向上の取組 

 
 

2014 年度の取組 
 
 

 
 
 

基準年度からの推移 

 

Plan
目標値：80.0％以上

Check
実 績：86.2％

達成度：107.8％

Action 
「ｸﾞﾘｰﾝ対象商品」リストを活用

して定着を図り、更なる調達率

向上を目指す 

50.0 

80.0 80.0 80.0 80.0 

62.8 
66.6 

92.5 
90.7 

94.4 

86.2 

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

Do
・「ｸﾞﾘｰﾝ対象商品」のリスト 
を作成し、購入推進 

・ｸﾞﾘｰﾝ商品マーク付の製品 
を購入 

着実に取組が定着し高水準を維持 

ｸﾞﾘｰﾝ対象商品リスト

 
 

グリーン商品のマーク付の製品を購入 

等の 

ｸﾞﾘｰﾝ商品のマーク付 

(％) 

目標  実績
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⑦産業廃棄物リサイクル率向上の取組 

 
 

2014 年度の取組 
 
 

 

  
 

 
５ヶ年の推移 

Plan
目標値：96.0％以上

Check
実 績：98.0％

達成度：102.1％

Action 
産業廃棄物の分別を徹底し、更

なるリサイクル率向上に努める 

Do
・産業廃棄物として処理してい 

たスラッジの有効活用 
・保護具類のリサイクル実施 

目標 実績

96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 
95.8 

95.4 

97.7 

97.4 

98.0 

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

着実に取組が定着し高水準を維持 

スラッジの有効活用

安全靴や軍手等のリサイクル

(％) 

目標  実績
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分別の徹底とﾘｻｲｸﾙ 

 
 
 
 
⑧建設業における産業廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率及びｸﾞﾘｰﾝ調達率向上の取組 

 
 

2014 年度の取組 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Plan
目標値：産業廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率向上

96.0％以上

建設資材のｸﾞﾘｰﾝ調達率向上

80.0％以上

Check
実 績：ﾘｻｲｸﾙ率100％

ｸﾞﾘｰﾝ調達率100%

達成度：ﾘｻｲｸﾙ率104.2%

ｸﾞﾘｰﾝ調達率125.0%

Do
・建設現場における分別の 
徹底によりﾘｻｲｸﾙを推進 

・建設資材使用量の把握と 
ｸﾞﾘｰﾝ調達の徹底 

Action 
・分別の徹底によるﾘｻｲｸﾙ率の 

向上 

・「ｸﾞﾘｰﾝ対象商品」ﾘｽﾄの活用 

による更なる調達率向上 

96.0 96.0 96.0 

99.0 

98.2 
98.5 

100.0 

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

100.0

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

セメント

91.7%

生ｺﾝｸﾘｰﾄ

8.2%
塗料等0.1%

2012 年度より目標値を定めて取組み高水準を維持(ﾘｻｲｸﾙ率) 

建設資材内訳 

(％) 

目標 実績 
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⑨産業廃棄物処理業におけるﾘｻｲｸﾙ率向上の取組 
 
 

2014 年度の取組 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

Plan
目標値：96.0％以上

Check
実 績：99.9％

達成度：104.0％

96.0 96.0 

100.0 99.8 99.9 99.9 

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

100.0

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

Action 
自社製品に再生骨材を使用

し、ﾘｻｲｸﾙ率向上を目指す 

Do 
・収集した産業廃棄物(廃品ｺﾝ

ｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ)のﾘｻｲｸﾙ推進 

収集した産業廃棄物のﾘｻｲｸﾙ推進 

2013 年度より目標値を定めて取組み高水準を維持 
(％) 

目標   実績 
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（４）事業別環境負荷実績                                                               ［ ］内は 2013 年度実績 

 製造業 建設業 産業廃棄物処理業 

資
源
投
入
量 

    
 

   

 エネルギー使用量    エネルギー使用量 エネルギー使用量 

 電力 ２３５万 kWh [２５４万 kWh]   ガソリン ４㎘ [４㎘] 電力 １２万 kWh [８万 kWh]

 Ａ重油 ８５３㎘     [９７４㎘]   資材使用量 軽油 ６８㎘   [６２㎘]

 軽油 １８㎘    [２３㎘]   セメント ２,８０９㌧ [２,６９１㌧] 水使用量 １.８千㎥ [１．５千㎥]

 その他 ５㎘    [１０㎘]   生コンクリート ２５１㌧ [１７６㌧]  

 水使用量 ５０千㎥  [５９千㎥]   鋼材 ６㌧ [３㌧]  

 コピー用紙使用量 １２０万枚  [１７０万枚]   防錆塗料 １㌧ [１㌧]  

 化学物質取扱量     その他 １㌧ [１㌧]  

 メチルナフタレン １０㌧   [１３㌧]     

 キシレン １㌧    [１㌧]     

        

           

事
業
活
動 

      

 生産量   工事件数  収集した産業廃棄物の処理量 

  コンクリートポール    鉄塔基礎工事  受入量 １６千㌧ [１６千㌧]

   ７２千㌧  [７７千㌧]     ９０６件 [１,１３６件]  破砕量 １６千㌧ [１６千㌧]

        電力管路工事  再資源化量 

  コンクリートパイル     ８９件 [１２５件]  路盤材、原材料 １５千㌧ [１４千㌧]

   ０千㌧  [１千㌧]    建築･土木構造物 基礎工事  リサイクル業者に再委託 １千㌧ [１千㌧]

         ６３件 [６５件]  形鋼材 １千㌧ [１千㌧]

  地中電線管路材    その他工事  産業廃棄物リサイクル率 １００％ [１００％]

   ４千㌧  [４千㌧]     １８９件 [１６３件]   

            

 産業廃棄物リサイクル率 ９８％    [９７％]   産業廃棄物リサイクル率 ９９％ [９９％]   

 古紙リサイクル率 １００％    [１００％]      

      

   

環
境
負
荷
量 

             

 二酸化炭素排出量 ３,８１０      
[４,３２０   ]  二酸化炭素排出量 ９  [８  ] 二酸化炭素排出量 ２５１   [２１１  ]  

 産業廃棄物処分量 １９㌧   [１７０㌧]   産業廃棄物処分量 ０㌧ [２０㌧]  最終処分量(委託) ３３㌧   [２９㌧]  

 化学物質排出量 １㌧    [１㌧]      
 

 
     

㌧‐ 
ＣＯ２ 

㌧‐ 
ＣＯ２ 

㌧‐ 
ＣＯ２ 

㌧‐ 
ＣＯ２ 

㌧‐ 
ＣＯ２ ㌧‐ 

ＣＯ２ 
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（５）環境活動コスト 
 
   設備投資[百万円]                

 
                          【設備投資の主な内容】 
                           ・産業廃棄物処理・削減 
                             スラッジリサイクルに伴う設備設置など 
                           ・CO2 削減 
                             デマンド監視装置機器改善など 
                           ・SOX対策 
                             蒸気漏れ抑制対策など 
                            
 
 
 
                          

 
 

 
 

活動費用[百万円] 
 
 

【活動費用の主な内容】 
・産業廃棄物処理・削減 

                             スラッジ処理委託費用など 
                           ・設備排水 
                             工業用水処理に伴う消耗品費用など 
                           ・CO2 削減 
                             空調設備の維持管理費用など 
 

 
 
 
 
 

 
コスト削減効果 

項 目 前年度比 基準年度比 

電力使用量  1.6 百万円  9.8 百万円 

A 重油使用量 10.3百万円 31.3 百万円 

水使用量  2.8 百万円 11.0 百万円 

 
   省エネルギー活動の取組により、電力・A重油・水の使用量で前年度比 14.7 百万円のコスト削減

を実施した。特に、ポール生産工場を集約し生産効率が向上した事により A重油使用量が大幅に減

少した。 
    基準年度比では、高効率照明器具への更新やコンプレッサーの改良、オートクレーブ稼働日数の

調整等の取組により▲52.1 百万円と大幅なコスト削減効果が得られている。 
 

産業廃棄物処理・削減

29.8  【57%】設備排水

12.4 【24%】

CO2削減

4.5  【9%】

その他

5.3 【10%】

コスト合計［5 2 . 0百万円］

産業廃棄物処理・削減

14.9 【73%】

CO2削減

3.5  【17%】

SOx対策

2.0  【10%】

コスト合計［2 0 . 4百万円］
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（６）環境衛生資材『床カラッと』 
 

スラッジリサイクル事業 
 

  これまで産業廃棄物として処分していたｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗｯｼﾞ（ｺﾝｸﾘｰﾄ製品の製造工程で出るｾﾒﾝﾄ汚泥）を、ﾎﾞｲ

ﾗｰの排気ｶﾞｽで炭酸化処理することで調湿・除菌・脱臭効果が得られることに着目し、牛舎の敷床材に混ぜ

て使用する環境衛生資材『床カラッと』を開発しました。なお、環境衛生資材『床カラッと』は 2014 年 10

月から販売を開始しました。 
製品開発に当たっては、（財）九州産業技術センターの産業技術支援として製品の評価を行い、販路開拓

面での支援を受けています。 
このｽﾗｯｼﾞﾘｻｲｸﾙ事業は、2014 年に、環境・ﾘｻｲｸﾙ関連分野における産業の振興や新規事業の創出を目的

とした K-RIP（九州地域環境・ﾘｻｲｸﾙ産業交流ﾌﾟﾗｻﾞ）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに採択されたほか、同年 7 月には中小企業

新事業活動促進法に基づき、国の『新連携支援事業』に認定されました。 
 
 

  

① 資源の有効活用 

②CO2削減に貢献 ③悪臭の抑制 

3 つの“エコ“で環境保全に貢献

 

新連携支援事業認定書 
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 ６．    境関連法規制の遵守 
 

【環境関連法規制】 

環境一般 地球環境 廃棄物・リサイクル 大気・騒音・振動 水質・土壌 化学物質 

主な法規制 遵守状況 主な法規制 遵守状況 主な法規制 遵守状況 主な法規制 遵守状況 主な法規制 遵守状況 主な法規制 遵守状況

工場立地法 ○ 地球温暖化対策推進法 ○ 廃棄物処理法 ○ 大気汚染防止法 ○ 水質汚濁防止法 ○ ＰＲＴＲ法 ○ 

公害防止組織法 ○ 省エネ法 ○ ＰＣＢ特措法 ○ 騒音規制法 ○ 浄化槽法 ○ 毒物・劇薬取締法 ○ 

  フロン回収破壊法 ○ 建設リサイクル法 ○ 振動規制法 ○     

  オフロード法 ○ 自動車リサイクル法 ○       

    家電リサイクル法 ○       

    小型家電リサイクル法 ○       

環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果、当社事業に適用される環境関連法規への違反はありません。また、関係機関からの指定、利害関係者からの訴訟もありませんでした。 
 

【産業廃棄物処理業の情報公表項目】 

（１）産業廃棄物処理施設 

  

 （２）広域認定証 

項 目 豊前工場 熊本工場  項 目 内容 

許可番号 第４５７号 第中－２２６号 第埋－０１４号  許可番号 第１９９号 

許可年月日 ２０１０年１月２２日 ２０１２年５月１０日 １９９４年９月９日  許可年月日 ２０１０年１２月８日 

設置場所 豊前工場敷地内 熊本工場敷地内 熊本工場敷地内  
産業廃棄物の種類 

当社製造のコンクリートポールが 
産業廃棄物となったもの 事業施設の種類 がれき類の破砕施設 がれき類の破砕施設 産業廃棄物埋立処分(管理型)  

処理能力 ９７.６㌧/日（８時間） １６０.０㌧/日（８時間） 
埋 立 地：１２,１５２㎡ 
埋立容量：６０,５５７㎥ 

 
処理区域 全国 

 
産業廃棄物の種類 がれき類 がれき類 汚泥  

  ※２００１年度より埋立処分は未実施

（３）産業廃棄物収集運搬業（自社運搬のみ） 

項 目 福岡県 大分県 熊本県 宮崎県 鹿児島県 

許可番号 ０４０００００８９９７ ０４４０８００８９９７ ０４３０５００８９９７ ０４５００００８９９７ ０４６０３００８９９７ 

許可年月日 ２０１２年２月８日 ２０１２年１月２２日 ２０１２年１月２５日 ２０１２年２月１４日 ２０１２年２月２２日 

有効年月日 ２０１７年２月７日 ２０１７年１月２１日 ２０１７年１月２４日 ２０１７年２月１３日 ２０１７年２月２１日 

産業廃棄物の種類 がれき類 がれき類 がれき類 がれき類 がれき類 

  
  
 処理工程図 

 
 
 
 
 
 
 
 

（４）産業廃棄物処分業  
項 目 豊前工場 熊本工場 

許可番号 ０４０２０００８９９７ ０４３２５００８９９７ 

許可年月日 ２０１２年２月２１日 ２０１３年９月２６日 

有効期限 ２０１７年２月２０日 ２０１８年９月２５日 

事業の範囲 中間処理（破砕） 中間処理（破砕） 

産業廃棄物の種類 ガラスくず、がれき類 ガラスくず、がれき類 

処理方式 油圧ｽｸﾘｰﾝｸﾗｯｼｬｰ方式 ｼﾞｮｰｸﾗｯｼｬｰ方式 

環 

廃品コンクリートポール 一次破砕 二次破砕 

処理委託 売却（鉄筋、路盤材） 自社利用 
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７．    エネ法実績 

  
（１）実績の分析・評価 
    
  省エネ法の改正（2010 年 4 月施行）に伴い、当社も特定事業者に指定されたので、エネルギー管理体 

制を構築し、設備毎の使用実態把握およびエネルギー管理規程や合理化計画を策定し取組んできました。 
  この結果、エネルギー使用量は減少しましたが、電力の設備投資抑制の影響で生産量も減少し、数年間

は原単位の減少に至りませんでした。 
  2014 年度は基準年から 5 年目の節目となりますが、これまでの取組の積み重ねにより、目標であるエ

ネルギー原単位 5％削減を達成することが出来ました。 
 

 
 

o 2014 年度のエネルギー原単位は、前年度比で 96.1％、基準年度比で 95.0%と 
減少し、毎年 1％削減目標（5 年間で基準年度比▲5％）を達成した。 
・A 重油は前年度比 87.6％、2009 年度比 69.7％  
・電気は前年度比 94.5％、2010 年度比 71.6％ 

 
（２）主な省エネに係る設備投資及びエネルギー削減量 
 
 ・省エネ診断によるアドバイスを参考にして、設備の改修を計画的に実施 

実施年度 概  要 
削減量（年） 

対象ｴﾈﾙｷﾞｰ ｴﾈﾙｷﾞｰ削減量 

2010 年度 ボイラ給水用純水化装置の導入による A 重油の削減 A 重油 130kℓ 

2011 年度 
高効率照明器具への更新 電気  97 千 kWh 

コンプレッサーの改良 電気 179 千 kWh 

2012 年度 
高効率変圧器への更新 電気  37 千 kWh 

高効率コンプレッサーへの更新 電気  28 千 kWh 

2013 年度 
蒸気養生槽蒸気漏れ対策 A 重油 23kℓ 

工場屋根へ断熱塗料を塗布 電気 35 千 kWh 

2014 年度 スペーサー養生槽蒸気漏れ対策 A 重油 5kℓ 

105.6%

91.6%

79.0%
79.6%

69.7%

104.3%

88.8%

77.0%
75.8%

71.6%

101.9%

108.5%

101.8%

98.8%

95.0%

65.0%

75.0%

85.0%

95.0%

105.0%

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

【2009年度を基準とした実績推移】

Ａ重油 電気 原単位

省 
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８．   年度の環境目標 
 
（１）2015 年度目標 
 

 
※㎡は床面積、t は生産重量、人は事務所人員数を示す 

 
 

（２）2015 年度新規取組環境活動計画 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項  目 目標 目標設定の考え方 

【製造業】  

オフィス電力使用量削減 7.92kWh/㎡以下 九電グループ目標で取組 

工場等の電力使用量削減 30.6kWh/t 以下 省エネ法対応で前年目標▲1％ 

低公害車の導入 71.0%以上 目標据置きで取組 

ガソリン消費率向上 13.5km/ℓ以上 目標据置きで取組 

A 重油使用量削減 11.7ℓ/t 以下 省エネ法対応で前年目標▲1％ 

産業廃棄物リサイクル率向上 96.0%以上 目標据置きで取組 

古紙リサイクル率 100% 100.0% 目標据置きで取組 

用紙使用量削減 975 枚/以下 目標据置きで取組 

オフィス水使用量削減 0.54 ㎥/人以下 目標据置きで取組 

工場等の水使用量削減 0.79 ㎥/t 以下 中長期目標に従い前年目標▲1％ 

事務用品のｸﾞﾘｰﾝ調達率向上 86.0%以上 九電グループ目標で取組 

規制フロン回収率 100% 100.0% 目標据置きで取組 

【建設業】  

産業廃棄物リサイクル率向上 96.0%以上 目標据置きで取組 

建設資材のグリーン調達率向上 86.0%以上 九電グループ目標で取組 

【産業廃棄物処理業】  

収集した産業廃棄物リサイクル率向上 96.0%以上 目標据置きで取組 

 環境活動の取組が定着し、各事業所で計画的かつ適切な取組が行われており、良好な活動

結果となっている事から現行取組を継続する。更に循環型社会形成に寄与するため、以下の

項目を新規に織り込む。 
 
●改正省エネ法への適切な対応 
●フロン排出抑制法への適切な対応 
●バッテリー再生による産業廃棄物の削減 

次 
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９．   表者による全体評価と見直し 

 
（１）環境目標の達成状況  

 

2014 年度環境活動は、15 項目中 14 項目で目標達成しました。電気使用量については目標未達とな

りましたが、これは、生産量の減少幅が電気使用量の減少幅を上回り、原単位が増加したことが要因で

あり、全社的には計画的かつ適切に取組んでおり、概ね良好な活動結果となりました。 

 

（２）環境活動計画の実施及び運用結果 

 

当社は 2010 年省エネ法の特定事業者に指定されたのを契機にエネルギー管理体制を構築し、きめ細

かなエネルギー管理や環境負荷の低減に努めてきました。 

また、ＥＭＳのレベルアップを図る為、翌年ＥＡ２１を導入し環境活動に取り組んできました。 

この結果、省エネ法実績では、エネルギー使用量の原単位が 2013 年度に初めて基準年度を下回り、

5 年目の 2014 年度は、基準年度比▲5％を達成しました。 

活動全体に目を向けると、情報公開や教育訓練、内部監査の実施など活動の定着化が図られています。

また、環境活動レポートがエコアクション２１レポート大賞九州の『九州地方環境事務所長特別賞』を

受賞するなど活動内容の向上が伺えます。 

 

（３）今後の取組 

  

エコアクション２１、九電グループ環境アクションプラン及び省エネ法への対応を考慮した上で、 

今後も環境方針やガイドラインに沿って環境活動を実施するとともに、地球環境に配慮した事業活動 

を通じ、環境負荷低減に努め地球環境に優しい企業を目指していきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

代 



     

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本レポートについてのご意見・お問い合わせ先 

九州高圧コンクリート工業株式会社  

環境管理責任者 取締役常務執行役員 企画部長  杉元 重晴 

環境管理担当者 企画部経営管理グループ    中村 敏彰 

TEL（092）554-6653 FAX（092）554-6702 http://www.kyuatsu.co.jp/ 


